
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

熊
谷
市
立
大
幡
小
学
校 

      

校
長 

松
原
由
郎 

 

一 

本
校
の
沿
革 

 

明
治 

６
年 

代
小
学
校
を
設
置
す
る 

  

明
治
２
２
年 

原
島
・
代
・
柿
沼
・
新
島
が
合
併
し
、  

 
 

 
 

 

大
幡
村
に
な
る
に
伴
い
、
大
幡
小
学
校
と
改
称 

  

明
治
３
５
年 

現
在
の
場
所
に
校
舎
を
移
転 

  

昭
和
２
２
年 

熊
谷
市
立
大
幡
小
学
校
と
改
称 

 

昭
和
３
８
年 

開
校
９
０
周
年
に
伴
い
、
校
歌
を
制
定 

  

昭
和
４
８
年 

開
校
１
０
０
周
年
記
念
式 

  

平
成 

元
年 

運
動
場
を
拡
張
現
在
の
校
地
に
な
る 

  

平
成
２
７
年 

老
朽
化
に
よ
り
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
ケ 

 
 

 
 

 
 

 

ヤ
キ
を
伐
採
、
新
た
な
ケ
ヤ
キ
を
植
樹 

  

令
和 

４
年 

開
校
１
５
０
周
年
記
念
行
事 

  

二 

校
章
・校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

 

１
校
章 

 

・桜
の
花
の
真
ん
中
に「
幡
」
の
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
。 

 

・花
び
ら
は
、
五
つ
の「
大
」
か
ら
デ
ザ
イ
ン
。 

  

・「
大
」
と「
幡
」で
大
幡
を
表
す
。 

 

・昭
和
三
〇
年
代
に
は
、
学
校
に
た
く
さ
ん
の
桜
が
植 

 
 

え
ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
見
事
だ
っ
た
。
そ
の
桜
と 

 
 

大
幡
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
校
章
が
で
き
た
と
の 

 
 

こ
と
。 

 
 ２

校
歌 

 

・昭
和
三
八
年
の
開
校
九
〇
周
年
記
念
事
業
に
お
い 

 
 

て
、
制
定
さ
れ
る
。 

 

・作
詞
者
の
石
坂
養
平
氏
は
、
明
治
・大
正
・昭
和
を 

 
 

通
じ
、
文
芸
評
論
家
・政
治
家
・実
業
家
と
し
て
活 

 
 

躍
し
、
戦
後
は
社
会
文
化
の
向
上
に
尽
く
し
た
。 

 
・校
歌
制
定
時
、
三
番
の
は
じ
め
の
部
分
の
歌
詞「
百
余 

年
」 

は
、「
九
〇
年
」
で
あ
っ
た
。 

 



 


